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2015 年 9 月 7 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 タ ケ エ イ 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 山 口  仁 司 

 （コード： 2151 東証第１部） 

問合せ先 取締役専務執行役員 輿 石  浩 

 （TEL 03-6361-6820）

 

イコールゼロ株式会社の株式取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、長野県長野市に本社を構えるイコールゼロ株式会社（以下「イコールゼロ」）を子会社化す

ることとし、本日付で契約を締結し、全株式を取得いたしましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

記 

1. 株式取得の理由 

イコールゼロは、1971年の創業以来、長野県長野市において、一般廃棄物の収集運搬業及び産

業廃棄物及び特別管理産業廃棄物（強廃酸・強アルカリ性廃液、有害物含有廃液、汚泥）の収集運

搬・中間処理・再資源化を営んでおります。 

一般廃棄物の収集運搬業では、長野市をはじめとする周辺自治体の一般家庭から排出される生

活ごみの回収業務に長らく携わっており、地域における家庭ごみ、事業系廃棄物の収集運搬機能と

しての役割を担っております。 

また、産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬、中間処理業では、長野市他県内外から廃

液を回収し、自社処理施設で中間処理・再資源化しています。処理方法は、中和・凝集沈殿処理、脱

水処理、電気分解処理、生物処理など多岐にわたり、特に他社に先駆けて導入した「SSプロセス※１」、

「EMEWプロセス※２」などを活用し、重金属を含む廃液から高純度のニッケル・銅の回収を行うことを強

みとして、メッキ加工やプリント基板の製造業者などメーカーとの取引拡大に取り組んでおります。 

 

今回のイコールゼロの子会社化は、北信地域という新たな地域への参入ということはもとより、当社

グループにとっては、「廃液処理」「有害産業廃棄物処理」という新たな分野への事業進出を意味しま

す。これまで当社が解決策を提供できなかった多くの既存顧客に対し、そのニーズに応えることが可

能となるだけでなく、環境コンサルティング会社、環境分析会社、廃棄物収集運搬処理会社などグル

ープ各社の取引顧客の課題解決策の提案にも大いに資する機能を有しております。加えて、先日公

表いたしました当社の中期経営計画での「建設廃棄物処理事業を主体とする一極集中モデルからの

ドメイン拡充」という観点からも取り組むべき事業分野であると認識いたしております。 

 

また、イコールゼロにとっては、当社グループ会社、資本業務提携先などとの共同提案、共同営業

によって廃液の受け入れ先の多様化を図り、受入れ量の安定的確保が見込めるだけでなく、中信地

域で事業を展開する当社子会社の株式会社信州タケエイ（長野県諏訪市）、さらに管理型最終処分

場を運営する株式会社北陸環境サービス（石川県金沢市）との連携により、コスト低減が期待できるも

のと思われます。 
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イコールゼロの子会社化により、双方の有する顧客基盤、リサイクル技術などの経営資源の共有化

を早期に進め、環境負荷低減と資源循環型社会への貢献を目指して、再資源化に関する技術開発・

実用化の取り組みを加速化させてまいります。 

 

 

＜両社の事業概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．異動する子会社（イコールゼロ株式会社）の概要 

（１） 会社商号 イコールゼロ株式会社 

（２） 代表者 代表取締役  林 宏道 

（３） 本店所在地及び工場 長野県長野市大字大豆島 4020 番地 3 

（４） その他事業所 長野県長野市松岡二丁目 2487 番地 

（５） 設立年月日 1971 年 5 月 14 日 

※１ SS プロセス メッキ加工などの表面処理工程から排出される無電解ニッケル廃液、硝酸剥離廃液

など重金属を含む廃液から、ニッケル、銅を回収しています。株式会社アクアテック

（神奈川県平塚市）の技術を導入して、高品質なスラッジの製造を実現し、今まで、

大量に埋め立てられていた貴重な資源を再び活用できように循環しています。 

※２ EMEW プロセス 豪社から技術を導入・応用して、プリント基板製造工程や銅箔製造工程などから排

出される銅含有廃液から、電気分解によって純度の高い金属銅を回収し、より付加

価値の高いリサイクルを行っています。 
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（６） 主な事業内容 ●産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬、中間処理、再資源化 

主に製造業（メッキ加工、プリント基板製造、半導体製造など）の表面処理

工程（製造部材の薬品洗浄など）から排出される廃液（廃酸、廃アルカリ）

の中間処理・再資源化 

●一般廃棄物の収集運搬（長野市、須坂市、中野市、高山村、小布施町）

事業系一般廃棄物、家庭ごみ、特定家庭用機器の収集運搬 

一般廃棄物収集運搬業のネットワークを活かした遺品整理事業も新たに展

開するなど、より地域に根差したサービスを提供 

 

 

（７） 決算日 12 月 31 日 

（８） 従業員数 75 名 

（９） 資本金 100,000 千円 

（10） 発行済株式総数 100,000 株 

（11） 株主構成 林 宏道 

自己株式 

93,092 株

6,908 株

（93.1％）

（6.9％）

（12） 上場会社と 

当該会社との関係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係・人的関係・取引関

係はありません（関係者及び関係会社を含む）。当該会社及び当該会

社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には該当しません。

（13） 最近事業年度における業績の動向（単体） 

（単位：千円） 2011 年 12 月期 2012 年 12 月期 2013 年 12 月期 2014 年 12 月期 

売上高 1,022,586 983,736 1,306,385 1,293,517

営業利益 59,254 8,065 38,720 46,656

経常利益 54,703 11,133 36,036 51,702

当期純利益 24,300 4,828 16,837 21,789

純資産 373,123 377,951 459,156 480,365

総資産 1,145,179 1,162,219 1,205,526 1,007,823

※2013 年 12 月期より、関連会社みすず工業環境株式会社（長野県長野市）の一般廃棄物収集運搬業務を統合 
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３．株式の取得先 

林 宏道（イコールゼロ株式会社 代表取締役  住所：長野県長野市） 

※当社と林宏道氏との間には、記載すべき資本関係・人的関係・取引関係はありません

（関係者及び関係会社を含む）。 

 

４．取得株式数、及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 0 株 （議決権比率：  0.0%） 

（２） 取得株式数 93,092 株  

（３） 異動後の所有株式数 93,092 株 （議決権比率：100.0%） 

※取得金額については、当該株主との取り決めにより、開示を控えさせていただきます。 

 

５．日 程 

（１） 当社取締役会決議 2015 年 9 月 7 日 

（２） 株式譲渡契約締結 2015 年 9 月 7 日 

（３） 株式取得 2015 年 9 月 7 日 

※なお、当社社長室長の生貝和徳がイコールゼロ代表取締役専務に就任します。 

 

６．今後の見通し 

2016 年３月期の当社連結業績に与える影響は軽微となる見込みです。 

 

 

 

 

以上 


